
　 剣道百面立切誓願試合

令和６ 年２ 月１ １ 日( 日・ 祝）
              午前１ ０ 時開始

調布市民西調布体育館
調 布 市 剣 道 連 盟
群       雄       会
西 東 京 剣 道 連 盟

第３ ５ 回

  日時　

場所
主催
共催
後援



基立剣士

      （ 死ぬ覚悟で全力を 尽く し 、 心を 一つに集中し て動揺し ない）

　 　 　 （ 悟道の手助けの為、 猛烈果敢に全力で攻め尽く す）

１ ． 場内のフ ラ ッ シュ 撮影はご遠慮下さ い
２ ． 体育館（ 含む敷地内全体） は「 禁煙」 と なっ ており ます
３ ． 携帯電話は電源を 切るかマナーモード に願います
４ ． お帰り の際忘れ物にご注意く ださ い

剣士心得

必死三昧

挑戦剣士

基立撃砕

観戦者心得



  
 
 
 
 
 
 
 

題
字
に
つ
い
て 

 

「
真
剣
な
ま
な
ざ
し
」
と
か
「
真
剣
に
取
り
組
む
」
や
「
真

剣
な
表
情
」
と
言
う
よ
う
に
、
剣
道
用
語
の
中
で
「
真
剣
」

と
い
う
語
ほ
ど
古
今
東
西
を
問
わ
ず
人
々
の
口
に
上
ら
せ

て
き
た
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

ご
存
じ
の
よ
う
に
真
剣
は
、
木
刀
や
竹
刀
な
ど
に
対
し
て

本
身
の
刀
剣
を
指
し
ま
す
。 

 
そ
し
て
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
、
真
剣
勝
負
の
よ
う
に
「
死

ぬ
覚
悟
を
も
っ
て
」
と
い
う
意
味
合
い
か
ら
、
更
に
「
本
気
」

「
一
所
懸
命
」
「
ま
じ
め
」
な
姿
勢
や
態
度
を
言
い
表
す
言

葉
に
転
じ
、
広
く
一
般
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

古
来
日
本
人
は
、
刀
剣
を
単
な
る
武
器
と
し
て
で
は
な

く
、
神
聖
で
清
浄
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
き
ま
し
た
。 

 

皇
位
の
象
徴
で
あ
る
三
種
の
神
器
に
、
「
鏡
」
や
「
玉
」

と
と
も
に
「
剣
」
が
位
す
る
こ
と
は
刀
剣
の
神
聖
性
を
如
実

に
示
す
も
の
と
言
え
ま
し
ょ
う
。 

 

 

ま
た
武
士
が
腰
に
帯
び
る
刀
は
、
侍
の
魂
と
し
て
崇
め
て

き
た
長
い
伝
統
と
歴
史
が
あ
り
ま
す
。 

 

・

・

真
剣
、
以
て

・威
厳
に
満
ち
た
有

・徳
の
士
で
あ
れ
か
し
、
と 

「
真
剣
威
徳
」
を
掲
げ
た
次
第
で
す
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

拙
筆
万
謝 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
吉
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

剣
道
範
士 

真
砂  

威 

 

 

本
来
を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
こ
の
「
真
剣
」
と
同
じ
読
み
で
神
の
剣
と
書
い
て

「
神
剣
」
、
神
か
ら
授
か
っ
た

つ
る
ぎ

剣

な
の
で
す
。 

 

取
り
も
直
さ
ず
「
神
剣
」
は
、
皇
位
の
標
識
で
あ
る
三
種
の
神
器
の
一
つ

「
あ
ま
の
む
ら
く
も
の
つ
る
ぎ

天

叢

雲

剣
」
を
指
す
も
の
で
す
。 

 

古
代
伝
説
に
よ
り
ま
す
と
、
第
十
二
代

け
い景
こ
う行

天
皇
の
皇
子
で
あ
る

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

日

本

武

尊
は
、
勅
命
を
受
け
西
の
熊
襲
を
征
伐
し
ま
し
た
。 

引
き
続
き
勅
命
を
受
け
東
の
国
へ
赴
き
ま
す
が
、
そ
の
途
上
、 

伊
勢
神
宮
に
立
ち
寄
り
叔
母
の

や
ま
と

倭

姫
よ
り
「
天
叢
雲
剣
」
を
授
か
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
日
本
武
尊
は
東
進
し
ま
す
が
、
駿
河
の
国
で
賊
に
欺
か
れ
焼
き
討
ち
に

遭
い
ま
す
。
そ
の
と
き
倭
姫
か
ら
授
か
っ
た
「
天
叢
雲
剣
」
を
抜
き
払
っ
て
戦
い

ま
す
。
そ
し
て
神
剣
の
威
徳
を
も
っ
て
難
を
の
が
れ
賊
を
成
敗
し
た
の
で
す
。 

 

日
本
武
尊
は
天
下
に
「
神
剣
威
徳
」
を
轟
か
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

「
天
叢
雲
剣
」
は
後
に
「

く
さ
な
ぎ
の
つ
る
ぎ

草

薙

剣
」
と
名
が
改
め
ら
れ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
日
々
の
稽
古
に
使
う
手
拭
に 

「
神
剣
」
と
し
た
た
め
る
の
は
畏
れ
多
い
こ
と
で
す
の
で
、
こ
の
た
び
「
真
剣
」

を
用
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
す 

 

建
国
記
念
日
に
開
催
さ
れ
る
本
試
合
に
相
応
し
く
日
本
神
話
に
つ
な
が
る

も
の
と
受
け
と
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

平
成
二
十
九
年
二
月
十
一
日 

 
 
 

 
 

真
砂  

威 



司会 箕 輪 聖 子

一、開 会 の 辞 調布市剣道連盟副会長 鈴 木 敦 之

一、主 催 者 挨 拶 調 布 市 剣 道 連 盟 会 長 宮 田 考 志

一、来 賓 挨 拶 全日本剣道連盟副会長 真 砂 威
日 野 市 剣 道 連 盟 会 長 小 笠 一 樹

一、来 賓 紹 介

一、激 励 の 辞 立 切 実 行 委 員 長 鱒 澤 仁

一、審 判 長 注 意 八段 石 田 利 也

一、剣 士 紹 介 基立剣士
日 野 市 剣 道 連 盟 七段 吉 永 哲 男
挑戦剣士
府 中 市 剣 道 連 盟 六段 福 島 拓 利
稲 城 市 剣 道 連 盟 六段 友 安 秀 徳
調 布 市 剣 道 連 盟 七段 伊 藤 創
多 摩 市 剣 道 連 盟 七段 星 野 友 則
銚 子 剣 道 連 盟 七段 秋 山 正 之
三 鷹 市 剣 道 連 盟 六段 石 原 史 隆
山 梨 県 剣 道 連 盟 七段 上 原 真 守
多摩地区実業団剣道連盟 七段 田 代 啓 之
国 分 寺 剣 友 会 七段 神 崎 力
日 野 市 剣 道 連 盟 七段 久 保 山 聡
補員挑戦剣士
群雄会 七段 星 文 彦

一、宣 誓 基 立 剣 士 吉 永 哲 男
挑 戦 剣 士 代 表 久 保 山 聡

一、演 武 日 本 剣 道 形 七段 長 田 克 巳
【群雄会】 七段 藤 田 洋 一

一、試 合

一、表 彰 満願之証・敢闘賞授与

一、審 判 長 講 評 八段 石 田 利 也

一、謝 辞 基 立 剣 士 吉 永 哲 男

一、閉 会 の 辞 立 切 実 行 委 員 小 笠 俊 樹

（記念撮影）

教士

錬士
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範士

範士

教士
教士

 （打太刀）
 （仕太刀）

教士

式 次 第

錬士

教士
教士

錬士

錬士
教士

錬士

教士



【大会役員】

大会会長  宮田　考志

実行委員長  鱒澤　　仁

実行委員 松田　正年　・ 小林　八十男  ・ 小笠　俊樹  ・ 小野　洋助　・　鈴木　敦之  ・ 箕輪　聖子

審判長  

審判員  山口　明生  ・ 甲斐　睦章 ・ 高添　政史　　　　　

敢闘賞選考委員  山口　明生  ・ 鱒澤　 仁   ・ 小笠　俊樹

立会医師  坂東　道哉

【協賛団体】　　 稲城市剣道連盟  ・ 関東医師剣道連盟　・　国分寺剣友会   ・ 多摩市剣道連盟　・多摩地区実業団剣道連盟

銚子剣道連盟  ・ 日野市剣道連盟  ・ 府中市剣道連盟  ・ 三鷹市剣道連盟　・ 山梨県剣道連盟 

【来　　賓】　 真砂　威（全日本剣道連盟副会長）　・　三浦和人（西東京剣道連盟副会長）
 （順不同）

青木千代子（元全日本剣道連盟参与）　・　小田切光男（元立会医師）

佐野順次郎（元立会医師）　・　齊藤亀三（斉藤倉庫株式会社会長）

倉島秀夫（稲城市剣道連盟理事長）・楠木勇滋（国分寺剣友会理事長）・畑中重夫（多摩市剣道連盟理事長）

尾作弘幸（多摩地区実業団剣道連盟会長）・半谷好弘（銚子剣道連盟会長）・小笠一樹（日野市剣道連盟会長）

高橋文司（府中市剣道連盟会長）・高橋正登（三鷹市剣道連盟会長）・菅谷　孝信（山梨県剣道連盟副理事長）

【大会係員】

　会場責任者　 小林　八十男　　副責任者　箕輪　聖子

司会　 箕輪　聖子

呼出　 長内　和久  ・ 野崎　　茂　

時計　 松本　義弘  ・　秋元　和久

掲示　 掛水　宜房  ・  鈴木　敦之 

記録　 小野　洋助 ・ 海藤　建太・ 西原　時照

駐車　 小野　洋助 ・ 松本　義弘 ・ 海藤　建太

警備　 沢井　 學

受付　 松田　正年 ・ 小野　洋助 ・ 鈴木　敦之 ・ 沢井　 學  ・ 野崎　茂  ・ 土屋　志乃 ・ 石上　紀子

応対　 宮田　考志  ・ 鱒澤　 仁　・　小笠　俊樹 

接待　 小林　京子 ・ ルース　希  ・ 佐藤　奈保子  ・  木村　貞雅　・　横瀬　由子　・　三浦　悠紀子　

　広報運営委員会　 高山　聡  ・ 荒井　達也   ・ 堤　文彦 ・ 土屋　志乃

調布市剣道連盟ホームページ（ ht t p: //www. chof ukenr en. net /)
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石田　利也



立切実行委員会

目　的
第１条： 自己の体力、気力の限りを尽くし、剣道の真髄が奈辺にあるかを深く探究する為、本試合を

を行う。

基立剣士の資格
第２条： （１）基立剣士は、立切実行委員会から依頼を受けた団体が銓衡する。

      原則として剣道五段以上の段位を有し、剣道百面立切誓願試合（以下「試合」と云う）

　　　の挑戦剣士を経験した者とする。
（２）基立剣士の誓願者は、承諾書を立切実行委員会へ提出し、原則１ヶ年の研鑽努力を
　　　重ね本試合に満願成就を期すものとする。

基立剣士の義務
第３条： 基立剣士は、健康状態を以下の方法で管理する。

（１）健康管理は自己責任で行うこととする。

（２） 万全を期すために、別紙「基立剣士の認識事項」に基づき、立切実行委員会が
　　　委嘱する立会医師の診断を受けることとする。

挑戦剣士の資格
第４条： 挑戦剣士は、立切実行委員会が各団体に銓衡依頼をする。原則として剣道五段以上の段位を

有する者とする。

挑戦剣士の義務
第５条： 挑戦剣士に銓衡された者は、基立剣士の悟道を手助けするものと心得、猛烈果敢に全力を

尽くして試合を行う。

主催者の義務
第６条： （１）主催者は、試合に立会医師を同席させる。

（２）主催者は、試合用の傷害保険に加入する。

試 合 規 則
第７条： （１）試合は、全日本剣道連盟の剣道試合・審判規則、剣道試合・審判細則に準じ、

　　　剣道百面立切誓願試合要領及び審判要領にて行う。

（３）試合時間は、３分間とし中断時間を含まないものとする。
（４）勝敗の決しない場合は、引き分けとする。
（５）反則事項は特に定めない。
（６）「竹刀落とし」及び「転倒」をした場合は、相手に１本を与える。　

＊ 転倒は「体当り」と「足払い」に限る。「足掛け」や「首がらみ」等は禁止する。

怪我の対処及び試合継続の条件
第８条： （１）試合中に怪我・病気・事故等が発生した場合は、立会医師が対処する。

　　　処置時間は５分程度とする。
 (２) 剣士の怪我等による「棄権」の判断は立会医師が行い、審判長及び実行委員長に報告
　　　する。
（３）基立剣士が怪我のため試合の継続が不可能な場合は、その時点で終了とする。
（４）挑戦剣士が怪我のため試合の継続が不可能な場合は、代理出場を以って続行する。

審判方法
第９条： （１）審判は、第７条に準じて行う。

（２）審判は、１審制で行う。また審判旗は使用しない。
（３）審判員は、基立剣士が見苦しい試合をした場合に審判長と相談の上、中止することが
　　　出来る。

（２）試合は、１本勝負とする。

3

剣 道 百 面 立 切 誓 願 試 合 要 領 



表　彰
第１０条： 各剣士の表彰は次のとおりとする。

（1）基立剣士が、満願成就した場合に「満願之証」及び「副賞」を授与する。
 (2) 挑戦剣士の中から、猛烈果敢・戦績優秀さらに感動ある試合を行った者に「敢闘賞」
　　を授与する。

待　遇
第１１条： 基立剣士の待遇

（1）満願成就者は、プログラムの「成就者一覧表」に掲載しその栄誉を後世に称える。
 (2) 次回以降本試合に招待し、支援者となる。

実　施：平成１０年２月より実施する
改　訂：平成１４年１月（名称訂正、第10条（２）追加）
改　訂：平成１５年９月（主催者変更による改正）
改　訂：平成１８年１１月（第10条の審判長から選考委員に変更）
改　訂：平成１９年２月　全面見直し
改　訂：平成２３年９月　一部改定（転倒の定義の設定）
改　訂：平成２８年８月　全面見直し
改　訂：平成２９年９月　一部改定（試合規則、怪我の対処及び試合継続の条件）
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　　　  山口　　明生
　　　  甲斐　　睦章
　　　  高添　　政史

　　　  山口　　明生
　　　  甲斐　　睦章
　　　  高添　　政史
　　　  山口　　明生
　　　  甲斐　　睦章
　　　  高添　　政史
　　　  山口　　明生
　　　  甲斐　　睦章
　　　  高添　　政史
　　　  山口　　明生

　　 審　 判 　要 　領

１ （審判方法）
審判は、剣道百面立切誓願試合規則の第9条「審判方法」に準じて行う。

２ （審判員の宣告と所作）

宣　　告

１） 開始・再開・中止

試合を開始するとき 「始め」 両手は体側

試合を再開するとき 「始め」 両手は体側

試合を中止するとき 「止め」 右手を真上に上げる

試合を終了するとき 「止め」 右手を真上に上げる

２） 有効打突

有効打突を認めたとき 「…あり」 手を体側斜め上方に上げる

「１本あり」手を体側斜め上方に上げる

３） 勝敗の決定

１本勝ちしたとき 「それまで」右手掌を下に前へ出す

勝敗が決しないとき 「それまで」右手掌を下に前へ出す

４） 鍔競り合い

膠着したとき 「分かれ」 両手掌を内側にして前方に出す

継続させるとき 「始め」 両手下ろす

5

竹刀落とし・転倒のとき

      ５回戦　　　
      ６回戦　　　
      ７回戦　　　
      ８回戦　　　

      １回戦　　　

教士八段

      10回戦　　　

審　判　順　番　表

所　　　　作

審　判　員

      ９回戦　　　

教士八段

項　　　　目

教士七段

      ３回戦　　　
      ４回戦　　　

      ２回戦　　　



勝 敗 分

先鋒 次鋒 八将 七将 六将 五将 四将 三将 副将 大将

錬六 六 錬七 錬七 教七 錬六 教七 教七 教七 教七

33 49 42 45 49 33 40 48 46 48

府　中 稲　城 調　布 多　摩 銚　子 三　鷹 山　梨 多摩実 国分寺 日　野

基
立

挑
戦

１０回戦

基
立

挑
戦

基
立
戦
績
数

勝
数

敗
数

分
数

９回戦

基
立

挑
戦

７回戦

基
立

挑
戦

８回戦

基
立

挑
戦

６回戦

基
立

挑
戦

４回戦

基
立

挑
戦

５回戦

基
立

挑
戦

３回戦

所　属 勝 敗 数

１回戦

基
立

挑
戦

２回戦

基
立

挑
戦

平均年齢
称号・段位

年　齢 43.3

久
保
山

く
ぼ
や
ま

　
聡さ

と
し

神
崎

か
ん
ざ
き
　
　
　
ち
か
ら

　
力

上
原

う
え
は
ら

　
真
守

ま
も
る

友
安

と
も
や
す

　
秀
徳

ひ
で
の
り

伊
藤

い
と
う

　
創は

じ
め

順 番

基立剣士  七段 日野市剣道連盟

天         候

錬士

第　３５　回　　　剣　道　百　面　立　切　誓　願　試　合

開　催　日　：
総　勝　数　：

開 始 時 間 終　了　時　間 試 合 総 時 間 　　時間　　分　　秒

令和　　６　年　　２　月　１　１　日　（　日・祝　）

田
代

た
し
ろ

　
啓
之

ひ
ろ
ゆ
き

福
島

ふ
く
し
ま

　
拓た

く

利と

星
野

ほ
し
の

　
友
則

と
も
の
り

秋
山

あ
き
や
ま

　
正
之

ま
さ
ゆ
き

石
原

い
し
は
ら

　
史
隆

ふ
み
た
か

挑
戦
剣
士

6

敢　  闘 　 賞

吉永
よしなが

　哲男
てつお

４０歳

気　　　　　　温 記 録 責 任 者 小野　洋助



( 三鷹市 )

松崎 　薫

( 洗心館 )

鱒澤 　仁

( 多摩市 )

三鍋 　茂

( 調布市 )

藤田　文富

( 調布市 )

藤田　文富

( 多摩市 )

小笠　俊樹

( 多摩市 )

小笠　俊樹

( 洗心館 )

鈴木　敦之

( 稲城市 )

飯干　祐一

( 洗心館 )

小野　洋助

( 山梨県 )

山口　明生

( 調布市 )

鈴木　敦之

( 多摩市 )

磯　将章

( 山梨県 )

依田　信幸

( 府中市 )

星　文彦

( 山梨県 )

谷田部芳昭

( 山梨県 )

岡　寿憲

( 銚子市 )

篠崎　博

( 多摩市 )

矢野　雅之

( 山梨県 )

谷田部芳昭

（府中市）

井上　智明

（綜合警備）

木村　孝

（山梨県）

丹澤　忠臣

16勝14敗6分

9勝24敗3分

14勝17敗5分

11勝16敗9分

14勝12敗10分

23勝7敗6分

12勝15敗9分

11勝22敗3分

6勝16敗14分

12勝19敗5分

7

敢　闘　賞

設定なし

　　　　　　　　　　　　栄光の剣道立切誓願試合成就者一覧表

回 立切誓願日 基　立　者 戦　績 称号段位 年　齢 所　属

錬士六段 ３７歳 立　 身　 流

３時間　立切誓願試合

1 S．59．2．11 長内
おさない

　淳
じゅん

介
すけ

教士七段 ４４歳 立　 身　 流

設定なし

3 S．62．2．11 小林
こばやし

八十男
や そ お

錬士六段 ３８歳 調布市剣道連盟

2 S．60．2．11 鱒
ます

澤
ざわ

　　仁
ひとし

4 H．1．2．11 丹
たん

藤
どう

　武雄
た け お

教士七段 ４５歳 多摩市剣道連盟

5 H．4．2．11 長嶋
ながしま

　宏樹
ひ ろ き

五　　段 ２９歳 立　 身　 流

6 H．5．2．11 松田
ま つ だ

　正年
まさとし

五　　段 ３９歳 立　 身　 流

7 H．6．2．11 磯
いそ

　　将
まさ

章
あき

五　　段 ３１歳 多摩市剣道連盟

8 H．7．2．11 小笠
お が さ

　俊樹
と し き

五　　段 ３２歳 多摩市剣道連盟

9 H．8．2．12 藤田
ふ じ た

　洋一
よういち

五　　段 ３２歳 調布市剣道連盟

10 H．9．2．11 中村
なかむら

　英生
ひ で お

六　　段 ３４歳 多摩市剣道連盟

百面　立切誓願試合

11 H．10．2．11 畑中
はたなか

　重夫
し げ お

五　　段 ３２歳 多摩市剣道連盟34勝38敗28分

12 H．11．2．21 長田
お さ だ

　克巳
か つ み

五　　段 ３８歳 調布市剣道連盟37勝48敗15分

13 H．12．2．20 飯干
いいほし

　祐一
ゆういち

五　　段 ３７歳 稲城市剣道連盟36勝39敗25分

14 H．13．2．11 甲斐
か い

　睦
むつ

章
あき

錬士六段 ３８歳 稲城市剣道連盟40勝42敗18分

15 H．14．2．11 山口
やまぐち

　明生
あ き お

教士七段 ４１歳 山梨県剣道連盟38勝36敗26分

16 H．15．2．16 星
ほし

　　文彦
ふみひこ

五　　段 ３８歳 府中市剣道連盟33勝43敗24分

17 H．16．2．15 久保山
く ぼ や ま

　聡
さとし

五　　段 ３２歳 日野市剣道連盟46勝26敗28分

18 H．17．2．20 宮田
み や た

　考
たか

志
し

錬士六段 ４９歳 調布市剣道連盟25勝67敗8分

19 H．18．2．19 吉岡
よしおか

　信
のぶ

幸
ゆき

五　　段 ３２歳 諏 訪 尚 武 館29勝67敗4分

20 H．19．1．28 江頭
えがしら

　正智
まさとも

六　　段 ４２歳 多摩市剣道連盟20勝42敗38分

21 H．20．1．27 信田
し だ

　　淳
すなお

五　　段 ３６歳 銚子剣道連盟36勝50敗14分

22 H．21．1．25 谷田部
や た べ

芳
よし

昭
あき

五　　段 ３０歳 山梨県剣道連盟65勝26敗9分

23 H．22．1．24 都田
みやこだ

　一吉
かずよし

錬士六段 ４０歳 日野市剣道連盟26勝58敗16分

24 H．23．1．23 吉田
よ し だ

　　晃
あきら

五　　段 ３１歳 総合警備保障㈱22勝58敗20分

25 H．24．1．22 佐々木
さ さ き

嗣
つぐ

明
あき

錬士六段 ３６歳 多摩市剣道連盟40勝41敗19分



（綜合警備）
西山　亮
（日野市）
石上　強
（日野市）
石上　強

（綜合警備）
内田　真之
(多摩市）
鈴木　智生

（綜合警備）
石森久教
（山梨県）
佐藤裕己

該当者なし

8

該当者なし

回 立切誓願日 基　立　者 称号段位 年　齢 所　属

勝　敗　分

戦　績

26 H．25．1．20 生方
うぶかた

　　篤
あつし

錬士六段

28 H．27．2．11 但馬
たじま

　淳
あつ

仁
と

六段

３６歳39勝33敗28分 調布市剣道連盟

27 H．26．1．19 松浦
まつうら

　健一
けんいち

錬士六段 ４１歳
多摩地区実業団

剣道連盟
46勝30敗24分

４２歳 稲城市剣道連盟32勝47敗21分

29 H．28．2．11 石上
いしがみ

　　強
つよし

錬士六段 ４０歳 日野市剣道連盟41勝37敗22分

30 H．29．2．11 井
い

上
うえ

　智明
ともあき

錬士六段 ４０歳 府中市剣道連盟33勝42敗25分

31 H．30．1．14 伊藤
い と う

　　創
はじめ

錬士六段 ３６歳 調布市剣道連盟33勝39敗28分

32 H．31．2．11 鈴木
すずき

　智生
ともお

錬士七段 ４２歳 多摩市剣道連盟31勝31敗38分

33 R. 2. 2. 11 越間
こしま

　翔太
しょうた

五段 ３１歳 稲城市剣道連盟44勝36敗20分

34 R. 5. 2. 11 平田
ひらた

　大輔
だいすけ

教士七段 ４７歳 国分寺剣友会37勝29敗34分

35 R. 6. 2. 11 吉永
よしなが

　哲男
てつお

錬士七段 ４０歳 日野市剣道連盟勝　敗　分

36 勝　敗　分

37 勝　敗　分

38 勝　敗　分

39 勝　敗　分

40 勝　敗　分

41 勝　敗　分

42 勝　敗　分

43 勝　敗　分

44 勝　敗　分

45 勝　敗　分

46 勝　敗　分

47 勝　敗　分

48 勝　敗　分

49 勝　敗　分

50 勝　敗　分

51 勝　敗　分

52 勝　敗　分

53 勝　敗　分

敢　闘　賞

54



磯 楠　木
藤　田 青　木 挑
長　田 小田切
飯　干 齊　藤
星 佐　野 戦

都　田 坂　東 医

佐々木
生　方 鱒　澤 剣
但　馬 松　田
石　上 小　林
井　上 小笠俊 士
越　間 箕　輪 呼　出
平　田 時計①

席 時計②
記録①
記録②
記録③

掲示板

菅
　
谷

三
　
浦

賞品棚宮
　
田

石
　
田

基
立
剣
士
席

9

来　賓 審判員

×

成
就
者

来
　
賓

実
行
委
員

正    面
立切誓願試合会場配置図

来　賓 来　賓 来　賓

倉
　
島

畑
　
中

高
橋
正

真
　
砂

半
　
谷

出入り口

尾
　
作

太
　
鼓

一
　
　
　
般
　
　
　
席

高
橋
文

小
笠
一

一　 般　 席 一　 般　 席

高
　
添

山
　
口

甲
　
斐





祝 第３５回剣道百面立切誓願試合 
 

一成堂オリジナル  純国産･純職人技の甲手  

『誠 山』  

毛詰･芯材や各部造りの改良により          
安定した手の内と使用感を実現した新誠山甲手登場！  
 

一成堂オリジナルの純国産〝誠山甲手〟をご紹介いたします。  
甲手師の造る誠山甲手は剣道家が求める理想の手の内に近づける使いやすい仕上がり

となっています。手形から製作し使う人のサイズに合わせたオーダーも承ります。  
是非一度お試し頂けますようご案内申し上げます。  
 
 
 
 
 
 
 

手首の反し良好      股を深くし安定した握り     糸目を長くし手刺風  
 

●５㎜総織刺少年用甲手 (ケラ入 ) ●５㎜織刺甲手（爪革入）    ●5 ㎜総紺鹿革甲手  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
武道具               
〒206-0031  東京都多摩市豊ヶ丘１－６１－１  
℡042-401-1618    Fax 042-401-1631 
ＵＲＬ：http:/ /isseido.info/  
営業時間：10:00～19:00 定休日:毎週月曜及び第一火曜日  

(祝日は営業します) 

（ ク レ ジ ッ ト カ ー ド ･電 子 マ ネ ー 使 え ま す ）  

多摩センター駅より徒歩６分    駐車場…有 
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